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Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニング機能は、大量のネットワークデバイス
を自動設定するためのインフラストラクチャを提供します。 Cisco Networking Serviceイベント
エージェントおよび設定エージェントにより、現場で技術者がデバイスを初期化する必要はなく

なります。その結果、加入者の最初のオーダーエントリから、シスコの製造、出荷を経て、最

終的なデバイスプロビジョニング、加入者の課金までの自動ワークフローが実現します。これ

は、サービスプロバイダーおよび他の同様のビジネスモデルの根本問題、つまりサービスのア

クティブ化における労働力の活用に焦点を合わせています。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Cisco Networking Service フロースループロビジョニング
について

Cisco Networking Service フロースループロビジョニング
Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニング機能は、大量のネットワークデバイスを
自動設定するためのインフラストラクチャを提供します。 Cisco Networking Serviceイベントエー
ジェントおよび設定エージェントにより、現場で技術者がデバイスを初期化する必要はなくなり

ます。その結果、加入者の最初のオーダーエントリから、シスコの製造、出荷を経て、最終的な

デバイスプロビジョニング、加入者の課金までの自動ワークフローが実現します。この機能は、

今日のサービスプロバイダーおよび他の同様のビジネスモデルの根本問題、つまりサービスのア

クティブ化における労働力の活用に焦点を合わせています。

こうした自動化を実現するために、Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングは、
ユーザが作成した標準化設定テンプレートを使用します。ただし、こうしたテンプレートを使用

するには、すべての加入者に一様な、既知の固定ハードウェア設定が必要です。これには、各

シャーシ内のラインカードやモジュールを手動で事前にステージングしておく必要があります。

シャーシ内のインベントリは製造時にはわかっていますが、どのラインカードまたはモジュール

がどのスロットに挿入されているかを制御するのは、手間がかかり、エラーが起こりやすい作業

です。

こうした問題を解決するために、Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングでは新
しいシスココマンドセット（cnsコマンド）が定義されています。リモートデバイスに初めて電
源を入れると、これらのコマンドは次を行います。

1 各デバイスインターフェイスに順々に、Cisco Networking Service設定エンジンに接続しようと
する事前設定済みの一時ブートストラップ設定を適用します。正常に接続されると、接続イン

ターフェイスが決まります。

2 Cisco Networking Serviceエージェントと呼ばれるソフトウェアを使用して、Cisco IE2100デバ
イスに搭載された Cisco Networking Service設定エンジンに接続します。

3 デバイスに一意の ID、および製品番号と場所別のデバイスのラインカードまたはモジュール
のインベントリの判読可能な説明を XMLフォーマットで Cisco Networking Service設定エンジ
ンに渡します。

今度は、設定エンジンが次を行います。

1 デバイス ID、メインシャーシ用定義済み設定テンプレート、および各ラインカードまたはモ
ジュール用サブ設定テンプレートに基づいて、Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）
ディレクトリを配置します。

2 テンプレートの slot-numberパラメータを、シャーシのインベントリの実際のスロット番号に
置き換えます。これにより、テンプレートは正しいラインカードまたはモジュールのスロット

設定と一致する加入者固有の設定になります。
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3 この初期設定をターゲットデバイスにダウンロードします。CiscoNetworkingServiceエージェ
ントは、直接デバイスに設定を適用します。

次の図に、Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングアーキテクチャを示します。

図 1：Cisco Networking Service フロースループロビジョニングアーキテクチャ

Cisco Networking Service フロースループロビジョニングの設定
Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングには、リモートデバイスにおける 3種類
の設定があります。

ブートストラップ設定

Cisco Configuration Express（Cisco.comオーダーエントリツールに組み込まれた既存サービス）を
使用したシスコへのオーダーの一部として、このソリューションが依存する事前設定済みブート

ストラップ設定を指定します。 Cisco Networking Service設定エンジンへの接続を提供する一般加
入者に固有ではないブートストラップ設定を指定します。シスコは、すべて自動化された製造段

階で、オーダーのすべてのデバイスにこの設定を適用します。この設定は、電源投入時に自動的

に実行されます。

初期設定

Cisco Networking Service設定エンジンは、初期設定を 1回だけダウンロードして一時ブートスト
ラップ設定を置き換えます。この設定は、デバイスの不揮発性RAM（NVRAM）に保存してもし
なくても構いません。

•設定を保存すると、ブートストラップ設定は上書きされます。

•設定を保存しなかった場合、デバイスの電源を切断した後で投入するたびにダウンロード手
順が繰り返し実行されます。ダウンロード手順を繰り返し実行すると、デバイスはユーザの

介入なしに最新のシスココンフィギュレーションに更新されます。
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差分（部分）設定

以降のリブート時に、差分（部分）設定が実行されて、ネットワークをシャットダウンすること

なく設定が更新されます。このような設定は、ユーザが開始するプッシュ処理またはデバイスか

らの要求に応じたプル処理で配布できます。

一意の ID
Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングの鍵は、各デバイスに単純で管理しやす
い一意の IDを関連付ける機能です。この一意の IDは、オーダーエントリ、課金、プロビジョニ
ング、および出荷についてお客様のシステムに適合し、お客様のオーダーエントリシステムをシ

スコの受注システムにリンクできます。こうした IDには次の特性が必要です。

•受注処理の一部として製造時から使用可能。

•輸送用カートンおよびシャーシに記録可能。

•デバイスのシスコソフトウェアで使用可能。

•デバイスの初回電源投入後に変更可能。

•特定のシャーシおよびネットワークへの特定のエントリポイントの両方を表す。

こうした IDを定義するために、Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングでは、
Cisco Networking Serviceエージェントに設定方法、特に一意の IDの定義方法の指定に使用する新
しいコマンドセット（cnsコマンド）が用意されています。シスコソフトウェアは、ユーザが指
定する指示および提供する情報に従って、シャーシのシリアル番号、MACアドレス、IPアドレス
などの一意の IDを自動検出できます。 cnsコマンドは、発注時に Cisco Configuration Expressに対
して指定された、製造されるデバイスのブートストラップ設定の一部です。

この範囲内で、CiscoConfigurationExpressおよび cnsコマンドを使用して、製造時に通し番号が付
けられ、自動的にユニットのブートストラップ設定に組み込まれる、独自の仕様に合わせたカス

タム資産タグを定義できます。

シスコは、cnsコマンドでサポートされる各種 IDに対してカートンにタグを付けています。その
ため、この IDを出荷時にバーコードで読み取り、加入者のシステムに提供できます。また、こ
れらの IDは、お客様のシステムとシスコのオーダーステータスエンジンとの間の XMLソフト
ウェアの直接インターフェイスからも使用できるため、バーコードで読み取る必要がなくなりま

す。 Cisco Networking Serviceエージェントは、フィードバックメカニズムも提供します。このメ
カニズムでは、リモートデバイスがXMLイベントまたはコマンドを受信してデバイスの IDを変
更でき、同じデバイスが旧/新規 IDを示すイベントをブロードキャストします。

管理ポイント

ほとんどのネットワークで、少数のリモートデバイスがローカルで個々に設定されています。こ

れは、ネットワークの同期化が失われるだけでなく、自動再設定が既存の設定と競合して、デバ

イスが使用できなくなり、さらにはネットワークとの接続が失われる可能性がシステムに発生し、

重大な問題になる可能性があります。
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この問題に対処するために、ネットワーク内に管理ポイントを指定できます。通常は、CiscoIE2100
Cisco Networking Service設定エンジンに管理ポイントを指定し、すべてのリモートデバイス上の
設定を追跡するように設定します。

このソリューションをイネーブルにするには、実行コンフィギュレーションに変更があるたびに

CiscoNetworking Serviceイベントバス上でイベントを発行するようにCiscoNetworking Serviceエー
ジェントを設定します。このイベントは、変更点（旧/新）を正確に示します。そのため、管理ポ
イントで、デバイスへの Telnet接続、スクリプトの適用、実行コンフィギュレーション全体の読
み替え、旧設定と新設定の違いの特定など、拡張性のない一連の動作を実行する必要がなくなり

ます。また、設定変更の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知トラップ（SNMP MIB
セットを介して行われる）をアレンジすることもできます。

ポイントツーポイントイベントバス

今日のビジネス環境では、お客様が実際に支払うものを上回るレベルのサービスをお客様に対し

て保証できる必要があります。そのために、ネットワーク全体に小さなポーリング/クエリーをブ
ロードキャストするとともに、クエリー基準に従って通常はデバイスの小さなサブセットから大

量の応答を予想するサービス保証アプリケーションをアクティブにします。

これらのクエリーをスケーラブルにするため、応答するデバイスはイベントバスの通常のブロー

ドキャストプロパティをバイパスし、その代わりにダイレクトポイントツーポイントチャネル

で応答する必要があります。すべてのデバイスは、応答する必要があるクエリーを認識できるよ

うにブロードキャストされたポーリングの利点を必要としますが、デバイスが互いの応答を認識

する必要はありません。不必要な応答ブロードキャストの一部としてデバイスのクエリー応答を

大量にコピー、再送信することは、重大なスケーラビリティの制約になります。

こうしたスケーラビリティの問題に対処するために、CiscoNetworkingServiceイベントバスには、
ポーラーステーションと直接通信するポイントツーポイント接続機能があります。

Cisco Networking Service フロースループロビジョニングの利点

自動設定

Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングは、設定要件を Cisco Networking Service
設定エンジンに移行し、シスココンフィギュレーションを自動更新できるようにして、インス

トールを簡略化します。レジストラは、XML、Active Directory Services Interface（ADSI）/Active
Directory、HTTP/Webサーバ、ATM Switch Processor（ASP）、Publish-Subscribeイベントバスな
ど、一般的な業界標準およびテクノロジーを使用します。 Cisco Networking Service設定エージェ
ントは、Cisco Networking Service設定エンジンがリモートデバイスをプラグアンドプレイ方式で
設定できるようにします。

一意の IP アドレスとホスト名

Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングは、DNSリバースルックアップを使用し
て、IPアドレスを渡すことでホスト名を取得し、IPアドレスおよび任意でホスト名をリモートデ
バイスに割り当てます。そのため、IPアドレスおよびホスト名は一意であることが保証されま
す。
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技術者に対する要件の軽減

Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングにより、技術的な経験が少ないか、なく
てもリモートデバイスを設置できます。ネットワークへの接続時に設定が自動で行われるので、

ネットワークエンジニアや技術者がインストールを行う必要がありません。

迅速な展開

技術的な経験が少ないか、まったくないユーザでも、シスコソフトウェアに関する知識や使用経

験を必要としないですぐにリモートデバイスを設置できるため、デバイスを直接最終的に設置さ

れる場所に出荷して、技術者がいなくても稼働させることができます。

直接出荷

デバイスは、リモートエンドユーザサイトに直接出荷されるため、倉庫での保管や人手による作

業は必要ありません。設定は、ネットワークへの接続時に自動的に行われます。

リモート更新

Cisco Networking Serviceフロースループロビジョニングは、設定の更新、サービスの追加や削除
を自動的に処理します。 Cisco Networking Service設定エンジンはプッシュ処理を実行してリモー
トデバイスに情報を送信します。

セキュリティ

リモートデバイスとの間のイベントトラフィックは、ネットワークの不正リスナーまたは侵入者

に対して不透明です。 Cisco Networking Serviceエージェントは、シスコソフトウェアの最新セ
キュリティ機能を利用しています。

Cisco Networking Service イベントエージェントパラメータ
Cisco Networking Serviceイベントエージェントコマンド cns eventには、設定可能なパラメータ
があります。バックアップ Cisco Networking Serviceイベントゲートウェイを設定している場合
は、failover-timeキーワードが便利です。 Cisco Networking Serviceイベントエージェントがゲー
トウェイに接続しようとしていて、プライマリゲートウェイへのルートよりも前にバックアップ

ゲートウェイへのルートが使用できることを検出した場合、seconds引数は、Cisco Networking
Serviceイベントエージェントがバックアップゲートウェイへの接続を試行する前にプライマリ
ゲートウェイへのルートを検索する時間を指定します。

帯域幅が制約されたリンクを使用していない場合は、キープアライブタイムアウトと再試行回数

を設定する必要があります。そうすることにより、Cisco IE2100設定エンジンに障害が発生した
場合でも管理ネットワークを正常に復元できます。キープアライブデータがないと、このような

障害が発生した場合、すべてのデバイスで手動の作業が必要になります。 seconds値に retry-count
値を掛けた値によって、Cisco Networking Serviceイベントエージェントがゲートウェイへの接続
を切断して、再接続を試行するまでのアイドル時間が決まります。 retry-countの値には 2以上を
推奨します。
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オプションの sourceキーワードを使用する場合、送信元 IPアドレスを特定のインターフェイスの
セカンダリ IPアドレスにして、管理ネットワークが運用中のネットワークの上で稼働できるよう
にします。

その他の Cisco Networking Serviceエージェントを設定できますが、cns eventコマンドが入力
されるまで他のCiscoNetworkingServiceエージェントは稼働しません。これは、CiscoNetworking
Serviceイベントエージェントがその他のすべての Cisco Networking Serviceエージェントの
Cisco Networking Serviceイベントバスへの転送接続を提供するためです。

（注）

Cisco Networking Service フロースループロビジョニング
の設定方法

Cisco Networking Service イベントエージェントおよび EXEC エージェ
ントの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. cns config partial {host-name | ip-address} [encrypt] [port-number] [source interface name] [inventory]
4. logging cns-events [severity-level]
5. cns exec [encrypt] [port-number] [source {ip-address | interface-type-number}]
6. cns event {hostname | ip-address} [encrypt] [port-number] [backup] [failover-time seconds] [keepalive

seconds retry-count] [source ip-address | interface-name][clock-timeout time] [reconnect-time time]
7. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

（任意）Cisco Networking Service設定エージェントを起動します。これに
より、シスコクライアントに Cisco Networking Service設定サービスが提供
され、差分（部分）設定が開始されます。

cns config partial {host-name |
ip-address} [encrypt]
[port-number] [source interface
name] [inventory]

ステッ

プ 3   

•コンフィギュレーションサーバのポート番号を指定するには、オプ
ションの port-number引数を使用します。デフォルトは 80です。例：

Device(config)# cns config
partial 172.28.129.22 80

• Cisco Networking Service設定エージェントの通信の送信元として IPア
ドレスを使用するように指定するには、オプションの sourceキーワー
ドと ip-address引数を使用します。

• HTTP要求の一部として Cisco Networking Service設定エンジンにデバ
イスのラインカードとモジュールのインベントリを送信するには、オ

プションの inventoryキーワードを使用します。

SSLをサポートするイメージに限り、オプションの encryptキー
ワードを使用できます。

（注）

（任意）XMLフォーマットのシステムイベントメッセージロギングを
Cisco Networking Serviceイベントバスを介して送信できます。

logging cns-events
[severity-level]

例：

Device(config)# logging
cns-events 2

ステッ

プ 4   

•メッセージをログに記録する重大度の番号または名前を指定するに
は、オプションの severity-level引数を使用します。デフォルトはレベ
ル 7（デバッグ）です。

（任意）Cisco Networking Service EXECエージェントをイネーブルにし、
設定します。これにより、シスコクライアントに Cisco Networking Service
EXECサービスが提供されます。

cns exec [encrypt] [port-number]
[source {ip-address |
interface-type-number}]

例：

Device(config)# cns exec
source 172.17.2.2

ステッ

プ 5   

• EXECサーバのポート番号を指定するには、オプションのport-number
引数を使用します。デフォルトは 80です。

• Cisco Networking Service EXECエージェントの通信の送信元として IP
アドレスを使用するように設定するには、オプションの sourceキー
ワードと ip-address/interface-type number引数を使用します。

SSLをサポートするイメージに限り、オプションの encryptキー
ワードを使用できます。

（注）

シスコクライアントにCiscoNetworking Serviceイベントサービスを提供す
る Cisco Networking Serviceイベントゲートウェイを設定します。

cns event {hostname | ip-address}
[encrypt] [port-number] [backup]
[failover-time seconds]

ステッ

プ 6   
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目的コマンドまたはアクション

• SSLをサポートするイメージに限り、オプションの encryptキーワー
ドを使用できます。

[keepalive seconds retry-count]
[source ip-address |
interface-name][clock-timeout
time] [reconnect-time time] •イベントサーバのポート番号を指定するには、オプションの

port-number引数を使用します。デフォルトは、11011（暗号化なし）
および 11012（暗号化あり）です。例：

Device(config)# cns event •このゲートウェイがバックアップゲートウェイであることを示すに
は、オプションの backupキーワードを使用します。バックアップ172.28.129.22 source

172.22.2.1
ゲートウェイを設定する前に、プライマリゲートウェイが設定されて

いることを確認します。

•バックアップゲートウェイへのルートが確立された後、プライマリ
ゲートウェイのルートを待機する時間間隔（秒）を指定するには、オ

プションの failover-timeキーワードと seconds引数を使用します。

•キープアライブタイムアウト（秒）および再試行回数を指定するに
は、オプションの keepaliveキーワードと secondsおよび retry-count引
数を使用します。

• Cisco Networking Serviceイベントエージェントの通信の送信元として
IPアドレスを使用するように指定するには、オプションの sourceキー
ワードと ip-address/interface-name引数を使用します。

•正確なクロックを必要とする転送（SSLなど）にクロックが設定され
るのをCiscoNetworking Serviceイベントエージェントが待機する最大
時間（分）を指定するには、オプションの clock-timeoutキーワードを
使用します。

•最大再試行タイムアウトの設定可能な上限を指定するには、オプショ
ンの reconnect-timeキーワードを使用します。

cns eventコマンドを入力するまで、Cisco Networking Serviceイベ
ントバスへの転送接続は確立しません。そのため、その他のCisco
Networking Serviceエージェントは稼働しません。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXECモード
に戻ります。

exit

例：

Device(config)# exit

ステッ

プ 7   
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トラブルシューティングのヒント

• Cisco Networking Serviceイベントエージェントが Cisco Networking Serviceイベントゲート
ウェイに接続されていることを確認するには、show cns event connectionsコマンドを使用し
ます。

•イメージエージェントのサブジェクト名が登録されていることを確認するには、show cns
event subjectコマンドを使用します。 Cisco Networking Serviceイメージエージェントのサブ
ジェクト名は cisco.mgmt.cns.imageで始まります。

Cisco Networking Service フロースループロビジョニング
の設定例

例：Cisco Networking Service フロースループロビジョニング

例：HDLC プロトコル上で T1 を使用した Cisco Configuration Express ファイル

次に、リモートルータを最終的な設置場所に配送する前に、Cisco Configuration Expressファイル
を使用してリモートデバイスを設定する例を示します。この例では、172.28.129.22が Cisco
Networking Service設定エンジンの IPアドレスです。

cns config initial 172.28.129.22 no-persist
!cns configure and event agents
cns event 172.28.129.22
controller t1 0
!T1 configuration
framing esf
linecode b8zs
channel-group 0 timeslots 1-24 speed 64
exit
cns id s0:0 ipaddress
interface s0:0
!Assigns IP address to s0:0
ip address slarp retry 2
exit
ip route 10.0.0.0 0.0.0.0 s0:0
!IP static route
end

例：T1 設定テンプレート

次に、T1設定テンプレートを使用して T1で使用するための設定を作成する例を示します。

hostname ${LDAP://this:attrName=IOShostname}
enable password ${LDAP://this:attrName=IOSpassword}
controller T1 0
clock source ${LDAP://this:attrName=IOST1-clocksource}
linecode ${LDAP://this:attrName=IOST1-line}
framing ${LDAP://this:attrName=IOST1-framing}
channel-group ${LDAP://this:attrName=IOST1-channel-group}
timeslots ${LDAP://this:attrName=IOST1-timeslots}
speed ${LDAP://this:attrName=IOST1-speed}
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例：音声設定テンプレート

次に、音声設定テンプレートを使用して音声を使用するための設定を作成する例を示します。

voice-port 1/1
codec ${LDAP://this:attrName=IOSvoice-port1}
exit
dial-peer voice 1 pots
application ${LDAP://this:attrName=IOSdial-peer1}
port 1/1

例：リモートデバイス

次に、リモートデバイスの設定例を示します。

Router# show running-config
Current configuration: 1659 bytes
!
version 12.2
no service pad
service timestamps debug uptime
service timestamps log uptime
no service password-encryption
!
hostname tira-24V
!
!
network-clock base-rate 64k
ip subnet-zero
ip cef
!
ip audit notify log
ip audit po max-events 100
!
class-map match-any voice
match access-group 100
!
!
policy-map qos
class voice
priority percent 70
voice service voip
h323
!
no voice confirmation-tone
voice-card 0
!
!
controller T1 0
framing sf
linecode ami
!
controller T1 1
mode cas
framing esf
linecode b8zs
ds0-group 0 timeslots 1 type e&m-immediate-start
ds0-group 1 timeslots 2 type e&m-immediate-start
!
!
interface Ethernet0
ip address 10.1.1.2 255.255.0.0
!
interface Serial0
bandwidth 1536
ip address 10.11.11.1 255.255.255.0
no ip mroute-cache
load-interval 30
clockrate 148000
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!
ip classless
ip route 223.255.254.254 255.255.255.0 10.3.0.1
!
no ip http server
ip pim bidir-enable
!
access-list 100 permit udp any range 16384 32767 any
access-list 100 permit tcp any any eq 1720
call rsvp-sync
!
voice-port 1:0
timeouts wait-release 3
!
voice-port 1:1
timeouts wait-release 3
!
!
mgcp profile default
!
dial-peer cor custom
!
dial-peer voice 1000 pots
destination-pattern 1000
port 1:0
forward-digits 0
!
dial-peer voice 1001 pots
destination-pattern 1001
no digit-strip
port 1:1
forward-digits 0
!
dial-peer voice 2000 voip
destination-pattern 2000
session target ipv4:10.11.11.2
codec g711ulaw
!
dial-peer voice 2001 voip
destination-pattern 2001
session target ipv4:10.11.11.2
signal-type ext-signal
codec g711ulaw
!
!
line con 0
line aux 0
line 2 3
line vty 0 4

例：シリアルインターフェイスの使用

次に、Cisco IE2100 Cisco Networking Service設定エンジンに接続し、設定をダウンロードするため
のシリアルインターフェイスの設定例を示します。 IE2100 IPアドレスは、10.1.1.1です。10.1.1.0
ネットワークに接続するためのゲートウェイの IPアドレスは 10.11.11.1です。 Cisco Networking
Serviceデフォルト IDはホスト名なので、cns idコマンドは必要ありません。ただし、hostname
コマンドが Cisco Networking Service設定エンジン上の設定ファイルを取得するために重要になり
ます。

この設定は、リモートルータ上の各シリアルインターフェイスを順に自動試行して、config-cliコ
マンドをそのインターフェイスに適用し、cns config initialコマンド内で指定されたアドレスに
pingを試みます。成功すると、通常の初期設定が行われます。

! Initial basic configuration (serial interface) PPP
cns connect serial retry-interval 1 retries 1
config-cli ip address negotiated
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config-cli encapsulation ppp
config-cli ip directed-broadcast
config-cli no keepalive
config-cli no shutdown
exit
hostname 26ML
ip route 10.1.1.1 255.255.255.0 10.11.11.1
cns config initial 10.1.1.1 no-persist
cns inventory config
! Initial basic configuration (serial interface) HDLC
cns config connect serial retry-interval 1 retries 1
config-cli ip address slarp retry 1
config-cli no shutdown
exit
hostname tira-36V
ip route 10.1.1.1 255.255.255.0 10.11.11.1
cns config initial 10.1.1.1 no-persist
cns inventory config
Incremental configuration (serial interface)
cns config partial 10.1.1.1
cns event 10.1.1.1

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Cisco Networking Services Command
Reference』

Cisco Networking Serviceコマンド：コマンド構
文の詳細、コマンドモード、コマンド履歴、デ

フォルト設定、使用上の注意事項、および例

『Cisco CNS Configuration Engine Administrator
Guide, 1.3』

Cisco Networking Service設定エンジン（CE）

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/cns/command/cns-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/cns/command/cns-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/net_mgmt/configuration_engine/1.3/administration/guide/ag13.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/net_mgmt/configuration_engine/1.3/administration/guide/ag13.html
http://www.cisco.com/support


Cisco Networking Service フロースループロビジョニング
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：Cisco Networking Service フロースループロビジョニングの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE Release 3.8S

12.2(8)T
Cisco Networking Serviceフロー
スループロビジョニング
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機能情報リリース機能名

Cisco Networking Serviceフロー
スループロビジョニング機能

は、大量のネットワークデバ

イスを自動設定するためのイン

フラストラクチャを提供しま

す。Cisco Networking Serviceイ
ベントエージェントおよび設

定エージェントにより、現場で

技術者がデバイスを初期化する

必要はなくなります。その結

果、加入者の最初のオーダー

エントリから、シスコの製造、

出荷を経て、最終的なデバイス

プロビジョニング、加入者の課

金までの自動ワークフローが実

現します。これは、サービス

プロバイダーおよび他の同様の

ビジネスモデルの根本問題、

つまりサービスのアクティブ化

における労働力の活用に焦点を

合わせています。

この機能により、cns config
cancel、cns config initial、cns
config partial、cns event、cns
id、cns inventory、cns
mib-access encapsulation、cns
notifications encapsulation、
config-cli、debug cns config、
debug cns event、debug cns
management、debug cns
xml-parser、line cli、show cns
config connections、show cns
config outstanding、show cns
event stats、show cns event
subjectの各コマンドが導入ま
たは変更されました。

cns config connect-intf
コマンドは、cns
connectおよび cns
template connectコマ
ンドに置き換えられ

ました。

（注）
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